
2024 年 BRM518 西東京 400 黒曜石 試走報告 

試走スタッフ ⾧谷川 薫 

試走日：2024 年 5 月 11 日から 12 日 

気温：実際の掲示板などから 7－29℃ 

今回のコースは西東京での新コースです。今回走るところから望める八ヶ岳を中心とした中部高地にはほかでは

見られない縄文時代の黒曜石鉱山があり、日本最古のブランド「黒曜石」は、最高級の矢じりの材料として日本

の各地にもたらされたようです。日本遺産にも登録されています。それをちなんで黒曜石だそうです。 

 

今回もキューシートのみで走行していますが、道を間違えることなくゴールすることができました。すでに公開

している出走レポートに注意するべきキューシートの解説がされているので割愛します。なお、今回、スタッフ

が備考に、危険なところの情報やそれぞれのキューの見つけ方のヒントを入れ込んでいます。出走前に読むと対

策が見えやすいと思います。 

 

走ってみてのポイント 

・寒暖差があるライドでした。笛吹、甲府盆地内は照り返しも暑く夏状態、若彦トンネルや富士吉田は深夜になり冷え

込み冬状態でありました。低体温症にもなりかねないので注意してください。事前に天気予報から、天気、気温、風の

方向、降水量を見て出走準備と対策をするとよいです。 

今回は、事前に天気予報で確認していたので。ウエア（夏物半袖ジャージ、⾧袖ジャージ、ベスト、アームウォー

マー、UV アーマー、ウンドブレーカー、タイツ、サイクルパンツ、ズボン、指ぬきグローブ、ウインター用イ

ンナー手袋、トゥーカバー）を気温に合わせて調整。低体温の予防措置として、食事とスポーツドリンクは意識

的に日頃より多めに取りました。 

・今回の出走で日付を跨ぐ人がほとんどだと思います。眠気が出たりする時があります。私はありました。それを感じ

たら眠気対策をしてください。思わぬところで事故をするリスクが上がります。注意してください。 

・芦川駅から若彦トンネルまでは、夜間走行となり、他の試走者同様にたぬき、シカなど野生動物を見かけました。あ

る意味ナイトサファリ状態でした。7 匹ぐらいシカは見つけました。道路にいたシカを見かけたのは 4 回です。どちら

かというと民家の比較的近くで出くわしました。間近に近づくまでわりとシカは道にいます。そしてぎりぎりのとこ

ろで逃げていく、アスファルトを叩く足の音が聞こえます。また、鳥の声としてヨタカやトラツグミの声が森から聞

こえました。また、夜空を見上げると満天の空をみることができます。 

 

その他： 

試走中、多数、路肩や道路の工事を散見しましたが、交通には影響はなく、当日の交通規制の情報は特にありませんで

した。 

 

寄り道したところ（すべてルート沿い） 

補食：みどりや 笹子餅  

昼食：Corner Pocket パン屋 ピザパンときなこもちぱん 

夕食：ラーメン食堂れんげ諏訪店 ラーメンとごはん 

 

スタッフ一同みなさまのお越しをお待ちしております。 以上 


